
 

 

入札・契約制度検討委員会 最終報告書の構成について（案） 

 

１ 考え方 

① 中間報告書の基本的な構成は変えない 

② 中間報告書以降に討議した項目の討議結果、討議内容等を追加する（追加の仕方は２の

とおり） 

③ 事業者アンケートは最終結果に更新する 

２ 最終報告書の構成 

追加討議４項目（「指名競争入札の原則廃止ないし縮小、一般競争入札の拡大」、「ランク

制の廃止、緩和」、「ＪＶ条件の廃止、または緩和（混合方式［単独事業者も参加できる］の

導入）」、「多様な入札制度の導入」）に関する提言の取扱い 

⇒「４ 入札・契約制度の現状と確認・検討結果」に中間報告書以降の討議結果等を記載す

る。 

※ 太字は中間報告書に追加・修正される部分 

 

はじめに

１　 入札・契約制度改革の理念

２　 理念を実現するための考え方

 （１） 情報漏えいを働きかける動機を極力失わせる。

 （２） 不正行為への抑止力を強化する。

 （３） 入札における競争性を一層高める。

３　 理念を実現するための考え方に基づく方策の提言

 （１） 情報漏えいを働きかける動機を極力失わせる方策

　　○　最低制限価格制度の見直し

 （２） 不正行為への抑止力を強化する方策

　　○　指名停止措置基準の厳格化

 （３） 入札における競争性を一層高める方策

　　○　「長岡市安全安心地域づくり工事」の実施手法の見直し

４　 入札・契約制度の現状と確認・検討結果（３の提言の再掲含む）

 （１） 入札・契約の種類

　　①　一般競争入札

　　②　総合評価方式（試行）

　　③　指名競争入札

　　④　随意契約

 （２） 長岡市独自の入札制度

　　①　安全安心地域づくり工事（３（３）の方策の再掲）

　　②　一抜け方式（制限付き一般競争入札・指名競争入札）

　　③　概算数量発注方式

 （３） 入札方法等の運用基準

　　①　発注標準表

　　②　入札参加業者　等級格付基準

　　　　③　指名数

　　④　制限付き一般競争入札の入札参加資格要件

　　⑤　入札方法等に係るその他の条件　※この項中にＪＶあり

 （４） 予定価格及び最低制限価格

　　①　予定価格

　　②　最低制限価格（３（１）の方策の再掲）

 （５） 入札・契約の手続き（事務処理・情報管理）

 （６） 情報公開（設計額、予定価格、最低制限価格）

 （７） 指名停止措置（３（２）の方策の再掲）

 （８） 入札結果の監視

５　 資料編（事業者アンケート、委員会設置要領、委員会の開催状況・検討経過、委員名簿）
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